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東海層群の層序と東海湖堆積盆地の時代的変遷

牧野内猛*

Stratigraphy of the Tokai Group and evolutional process 
of the Lake Tokai sedimentary basin 

Takeshi Makinouchi* 

(Abstract) 

Ancient "Lake Tokai" was a big fluvio-lacustrine sedimentary basin in the late 

Neogene of Japan. Deposits of the Lake Tokai sedimentary basin are called the Tokai 

Group. The Tokai Group comprises rather compacted beds of mud， sand， and gravel 

with many intercalations of volcanic ash and lignite beds and ranges 7Ma (latest 

Miocene) to O.8Ma (middle Pleistocene) in fission-track datings of volcanic ash layers. 

Based on the tephrostratigraphy， lower horizon of the Tokai Group crops out in further 

southeastem area， and upper horizon in further northwestem area. The basin te汀itory

shifted toward the northwest， and the history is divided into five evolutional stages. The 

basin territory had stretched in a NE-SW trend during the generation， extension， and 

culmination stages. The elongation axis， of the basin territory had changed from the 

NE-SW to NW  -SE trend of the reduction and extinction stages in latest Pliocene time. 

東海層群とは

伊勢湾や濃尾平野の周辺には，丘陵を構成する淡水

成の鮮新・更新統が広がる (Pig.1). これらは，伊勢

湾西岸では奄芸層群(小川， 1919-1920)，知多半島で

は常滑層群(小瀬， 1929)，濃尾平野以東では瀬戸層群(槙

山， 1950)とよばれ(Fig.2)，古くから研究されてきた.

大阪層群をはじめとする第三瀬戸内累層群の研究のな

かで，上記3層群は同ーの堆積盆地に形成された地層

群と認識されるようになった.その堆積盆地が東海湖(竹

原ほか， 1961， 1964)，堆積物の総称が東海層群(石田 ・

横山， 1969)である.

本報告では，第114固化石研究会のシンポジウム「東

海湖←研究の現状J(2000年5月21日)で発表した内容に，
その後の検討・資料を加え，東海層群の層序と東海湖

の変遷過程などについて，研究の現状を概観する.
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Fig. 2. Distribution of the Tokai Group 

なお，第二瀬戸内累層群(池辺， 1957)は，大阪層群(大

阪湾周辺の丘陵構成層)のほか，古琵琶湖層群(琵琶湖

周辺の丘陵構成層)，東海層群など，西南日本の島弧

内で，ほぼ東西に列状に並ぶ非海成の堆積盆地に形成

された地層群である.その時代は中新世末期~更新世

前期で，堆積盆地列は現在の瀬戸内海をさらに東へ延

ばしたように配列していた.それぞれの堆積盆地は，
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Fig. 3. Columnar sections of the Tokai Group in s巴lectedareas 
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東西あるいは南北が50km以上の広がりをもつが，日

本におけるほぼ同時代の非海成堆積盆地のなかでは，

このように大規模なものは見当たらず，新生代後期の

地質区としては特別な位置を占めている.

東海層群の層序

東海層群は，上述のように，淡水成の喋・砂・泥層

からなり，火山灰層や亜炭層などをはさむ.積算層厚

は2400mに達し，固結はかなり進んでいる.火山灰層

は多数はさまれ，それらをもとに，詳細な層序が組み

立てられている (Pigs.3，4) . 

このうち，名古屋東部丘陵の北東縁部および東濃地

域(岐阜県東部)には，いわゆる陶土層が東海層群の基

底部を構成している (Pigs.3，4). 陶土層は，石英粒，

炭質物や風化雲母を含む粘土層，珪砂層などの互層か

らなり ，Pinus trifoliaに代表される第二瀬戸内累層群

の中では最も古いフロラを包含する地層である(三木，

1948 ;那須， 1972).後述のように，間土層の時代は

やや古くなるので，東海層群本体とは区別して扱う.

そこで本稿では，東海層群本体に対して「東海層群」
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Fig. 4. Stratigraphy of the Tokai Group and related s巴diments.

の語句を用いる.

記載・議論の便宜上，本稿では， Fig.4に示されるよ

うに，主要な火山灰層の層準付近をもって東海層群を

区分し，最下部・下部・中部・上部・最上部とよぶこ

とにする.

伊勢湾西岸 東海層群はこの地区において最も厚く

かっ大規模に広がり，南の松阪市周辺から，鈴鹿・養

老両山地にはさまれた北の岐阜県上石津町まで，ほほ

途切れることなく露出する (Fig.2). この地区では東

海層群下部~最 t部がみられ，全体として，北に向か

つてより上位の層準が露出する.積算層厚は2400mに

達する.伊勢南部では下部~中部がみられ，下部は砂

疎層，中部は砂泥互層からなる.伊勢中~北部では中

部~最上部がみられ，主に砂泥互層と礁泥互層からな

る(吉田， 1990ほかに

知多半島 東海層群の最下部から中部の下半部まで

が露出し，基底部は砂牒層，主体部は砂泥互層からな

る.南部に下位の層準が露出し，北に向かつて上位の

層準になる.積算層厚は約770mで、ある(吉田・尾崎，

1986ほか). 

濃尾平野以東 東海層群の露出は，南の知多半島か

ら途切れることなく名古屋市東部の正陵に続いている

(Figs. 1， 2). この地区では，濃尾傾動地塊運動(桑原，

1968)をこうむった結果，上位の第四紀層は西に厚く

かっ深くなっており，東海層群も同様な傾向にあると

推定されている.丘陵部では，東海層群下部から中部

の下半部までが露出し，東部に下位の層準，西に向か

つて上位の層準になる.主に牒・砂・泥の互層からな

り，層厚は約32白nで、ある(森， 1971b;中山， 1987ほか).

さらに東の東濃地域では，砂喋層からなり，厚さは

150m前後以下で、ある(陶土団研グループ， 1999ほかに

濃尾平野の地下については，下限の層準など未解明の

部分も多いが，平野南部では東海層群中部~上部が広

がり， 11仙 n以上の層厚を有す(古津， 1990;吉田ほか，

1991).平野北西部では東海層群中部の上半部~最上

部があると推定され，その厚さは600mを超える(須貝 ・

杉山， 1999). 

3地区の対比 東海層群の露出は，伊勢湾をはさん

で西と東に分けられる.両者をつなぐ火山灰層は，伊
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勢湾西岸の阿漕(あこぎ)，知多半島の大谷・大田，i農

尾平野以東の東郷・中津川で，これらが同ーの火山灰

層であることは，森(1971a，b)による最初の対比以来，

岩質記載・鉱物分析などの資料も加わり，大方の認め

るところである.現在のところ，このほかに両者をつ

なぐ火山灰層は見つかっていない.しかし，フイッシ

ヨン・トラック (FT)年代や古琵琶湖層群・大阪層群

との対比などから， Figs. 3， 4に示されるような対比

がなされている.全体として，露出域の南~東部に下

位の層準，北~西に向かつてより上位の層準が露出す

る.最下部は知多半島南部，下部は伊勢南部~知多半

島中部~名古屋東部丘陵~東濃に露出する.中部は伊

勢中 ・北部~知多半島北部~名古屋東部丘陵西縁部の

ほか，濃尾平野南部地下にも広がっている.上部は伊

勢中~北部に露出し，濃尾平野地下にも広がっている.

最上部は養老・鈴鹿両山地にはさまれた北勢地域に露

出し，濃尾平野北西部地下にも存在が推定されている.

5Okrn 

東海層群の時代

Figs. 3， 4に示されるように，東海層群の火山灰層に

ついては数多くのFT年代測定が行われている.これ

らの年代値に基づけば，東海層群最下部(知多半島南部)

の堆積開始は約7Ma(中新世末期:吉田ほか， 1997b)， 

また最上部(北勢地域)の堆積終了は0.9~0.7Ma( 中期

更新世初頭:吉田， 1988;古津， 1990)である.堆積

場所は時代とともに移つてはいるものの，東海層群は

およそ6m.y.にわたって堆積が継続したことになる.

いっぽう，陶土層については，はさまれる火山灰層

のFT年代がlOMaより古いことが，最近になって判明

した(吉田ほか， 1997a， c). したがって，その時代は

中新世後期である.

東海湖堆積盆地の時代的変遷

東海湖堆積盆地の時代的変遷を，各層準の露出域や

Extinction E Reduction D 

Extension B Generation A 
Fig. 5. Change in territory (depositional area) of the Lake Tokai sedimentary basin. (after Makinouchi et al門 1993; revised) . 
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FI年代などから推定すると，以下のようになる (Fig.5). 

中新世後期，現在の名古屋東部正陵北東縁部から東

濃地域にかけては，小規模な堆積盆地が点在し，盆地

内に陶土層が堆積した.

中新世末期 (7~6.5Ma) に，露出域東南端にあたる

現在の知多半島南部に，中央構造線とほぼ平行な

NE-SW方向に延びる堆積盆地が生まれた.これが広

大な東海湖堆積盆地の始まりである(発生期:Fig. 5の

A) .ここには東海層群の最下部が堆積した.鮮新世

前半 (5~3.5Ma) には，その伸長軸をひとつ北西側に

移すとともに，北東と南西に拡大し(拡大期:Fig. 5の

B) ，東海層群下部が形成される.

鮮新世後半(3.5~2.5Ma) になると， NE-SWの伸長軸

はさらに北西側に移り，伊勢中・北部~濃尾平野~東

濃地域を占め，東海層群中部が堆積した.この時期に

堆積盆地の範囲は最も広がったと推定される(最盛期:

Fig.5のC).

鮮新世末期頃からは縮小の傾向となり(縮小期:2.5 

~1.5Ma) ，南部と東部から干上がり始めるとともに，

堆積の場を北西に移動させることによって，堆積盆地

の伸長軸はN-S方向に転換する (Fig.5のD).この時期

には東海層群上部が堆積した.

縮小はさらに続き(消滅期:1.5 ~0.8Ma， Fig. 5のE)，

東海層群最上部が形成される.そして，更新世中期の

初頭に北勢地域を最後に，東海湖堆積盆地は消滅した.

濃尾平野側ではこの時期，現在の濃尾平野につながる

第四紀の新しい堆積盆地(濃尾傾動盆地)が生まれ，旧

期の東海湖堆積盆地と新期の濃尾傾動盆地とが共存し

ていた可能性が高い.

東海層群についての最近の問題

東海層群の層序・時代・東海湖堆積盆地の変遷など

について概観したが，これらに関連する最近の問題を

みてみる.

設楽層群起源の岩片 やや旧聞に属するが，濃尾平

野地下の深さ530m付近の東海層群に設楽の鳳来寺山

起源の真珠岩片が含まれている (Adachiand Kuwahara， 

1980) .この層準はYA535(坂東-2)火山灰層(古津，

1990)の直上で，東海層群上部の基底部付近にあたる.

当時，鳳来寺山周辺からのかなり大きな水系が推測さ

れるが，東海湖の古地理を考える時，無視できないデ

ータである.

火山灰層の給源 東海層群にはさまれる火山灰層が

どちらから供給されたか これは古くて新しい問題で

あった.最近，いくつかの火山灰層について，その給

源が北アルプス地域に想定された(長橋， 1993;黒川

ほか， 1994などに伊勢湾をはさんで東海層群をつな

ぐ阿漕・大谷・東郷火山灰層もそのひとつである (Kuro

-kawa and Tomita， 1998). 

東海層群にはさまれる広域テフラ 上述の給源とも

関連するが，火山灰層のなかには，本ナト|中央部の広域

テフラと認定できるものも出てきた.詳細については

里口ほか(1999)などを参照されたい.

東海層群の堆積相解析 これも進んでおり (Naka-

yama， 1996;吉田， 1992など)，三日月湖など沼沢地

が点在し，蛇行河川がゆったりと流れる氾濫原が推定

される. したがって，堆積盆地は東海湖とよばれるも

のの，水を湛えた広大な湖が存在した可能性は小さく

なった.

陶土層と東海層群の関係 既述のように，東海層群

の下位には陶土層(瀬戸陶土層:瀬戸周辺;土岐口問

土層:多治見・土岐周辺)がある.この上位には，本

稿で東海層群に含めた矢田川累層(瀬戸周辺)や土岐砂

磯層(東濃地域)がのっている.これらのFT年代値(吉

田ほか， 1997a， c)は，陶土層を主とする10Maより古い

値と，東海層群に属する 3.6~4.5Ma とに分けられ，両

者の聞にかなりの時間間隙があるかにみえた.ところ

が，土岐砂疎層の一部からは Pinustrifoliaが産出し，

随伴するフロラは土岐口陶土層のそれから矢田川累層

への移行過程を示すものであることが明らかになった(塚

腰ほか， 1998). このことから，土岐口陶土層の堆積後，

大きな時間間隙をはさむことなく土岐砂喋層の堆積が

始まり，矢田川累層堆積後まで継続したと推定されて

いる(陶土団研， 1999).土岐砂蝶層のこのように長い

堆積期間については，さらに資料の収集と検討が必要

と考えられる.
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